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【手続補正書】
【提出日】平成21年5月27日(2009.5.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　培養挿入具キャリアが、培養挿入具キャリアが培養トレイ中の位置で少なくとも１つの
培養挿入具を支持するように、培養挿入具キャリア中の少なくとも１つの培養挿入具を挿
入及び除去するための、底部及び頂部を有しかつ培養挿入具を支持する形状である第１支
持要素を有する少なくとも１つの開口部を有する平面部材を含む、少なくとも１つのウェ
ルを有する培養トレイ中で少なくとも１つの培養挿入具を支持するための培養挿入具キャ
リア。
【請求項２】
　前記キャリアが、培養挿入具が培養トレイ中で明確に定まった水平位置を有するように
培養挿入具を支持する、請求項１に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項３】
　前記第１支持要素が、前記平面部材に対して実質的に垂直に伸びる請求項１又は２に記
載の培養挿入具キャリア。
【請求項４】
　前記第１支持要素が、培養挿入具を支持するための、平面部材に対して実質的に平行に
伸びる第１リムを有する請求項３に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項５】
　前記第１支持要素が、リムの第１セットを含む請求項３に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項６】
　前記第１支持要素が、前記キャリアでの挿入の間に培養挿入具を案内するように適合さ
れている少なくとも１つの凹部を含む請求項３～５のいずれか１項に記載の培養挿入具キ
ャリア。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの開口部が、底部及び頂部を有しかつ前記平面部材に対して実質的
に垂直に伸びかつ培養挿入具を支持するような形状である第２支持要素をさらに含む請求
項１～６のいずれか１項に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項８】
　前記第２支持要素が、培養挿入具を支持するための、平面部材に対して実質的に平行に
伸びる第２リムを有する請求項７に記載の培養挿入具キャリア。
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【請求項９】
　前記第２支持要素が、リムの第２セットを有する請求項７に記載の培養挿入具キャリア
。
【請求項１０】
　前記第２支持要素が、前記キャリアでの挿入の間に培養挿入具を案内するように適合さ
れている少なくとも１つの凹部を含む請求項７～９のいずれか１項に記載の培養挿入具キ
ャリア。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの開口部が、底部及び頂部を有しかつ前記平面部材に対して実質的
に垂直に伸びかつ培養挿入具を支持するような形状である第３支持要素をさらに含む請求
項１～１０のいずれか１項に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項１２】
　前記第３支持要素が、培養挿入具を支持するための、平面部材に対して実質的に平行に
伸びる第３リムを有する請求項１１に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項１３】
　前記第３支持要素が、リムの第３セットを含む請求項１１に記載の培養挿入具キャリア
。
【請求項１４】
　前記第３支持要素が、前記キャリアでの挿入の間に培養挿入具を案内するように適合さ
れている少なくとも１つの凹部を含む請求項１１～１３のいずれか１項に記載の培養挿入
具キャリア。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの開口部が、挿入具の選択された懸架要素の受容及び収容のために
形成されている請求項１又は２に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの開口部が、挿入具のそれぞれの突出部の受容及び収容のための切
り欠きを有する請求項１５に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項１７】
　前記培養挿入具キャリアが、前記平面部材に関して少なくとも２つの垂直位置で培養挿
入具を支持するように適合されている請求項１～１６のいずれか１項に記載の培養挿入具
キャリア。
【請求項１８】
　前記培養挿入具キャリアが、前記平面部材に関して３つの垂直位置で培養挿入具を支持
するように適合されている請求項１７に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項１９】
　前記培養挿入具キャリアが、平らな面上に位置するときに培養挿入具キャリアを支持す
るための少なくとも１つの支持部材をさらに含む請求項１～１８のいずれか１項に記載の
培養挿入具キャリア。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの支持部材が、複数の脚部を含む請求項１９に記載の培養挿入具キ
ャリア。
【請求項２１】
　前記複数の脚部が、４つの管形状脚部を含む請求項２０に記載の培養挿入具キャリア。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの開口部が、挿入具の挿入後に前記開口部の領域がピペットのアク
セスのために遮られないで残るように形成されている請求項１～２１のいずれか１項に記
載の培養挿入具キャリア。
【請求項２３】
　前記平面部材が、前記培養トレイの少なくとも１つのウェルへのピペットのアクセスの
ための少なくとも１つのピペット開口部をさらに含む請求項１～２２のいずれか１項に記
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載の培養挿入具キャリア。
【請求項２４】
　内表面及び外表面を有しかつ培養挿入体部の第１末端から第２末端に伸びる少なくとも
１つの側壁を有する培養挿入体部と、前記第１末端に位置する多孔質膜と、前記多孔質膜
と前記少なくとも１つの側壁とにより区切られかつ前記第２末端に開口部を有するチャン
バとを有する培養挿入具であって、
前記培養挿入具が、懸架要素の第１セット及び懸架要素の第２セットを含む複数の懸架要
素を含み、
前記懸架要素が、枠に関して第１垂直位置及び第２垂直位置を含む複数の垂直位置で培養
挿入具を吊るすように適合されている、
培養挿入具。
【請求項２５】
　前記培養挿入具が、内表面及び外表面を含みかつ側壁の第１末端から第２末端に伸びる
管状側壁を含む請求項２４に記載の培養挿入具。
【請求項２６】
　前記複数の懸架要素が、第３垂直位置で培養挿入具を吊るすための懸架要素の第３セッ
トを含む請求項２４又は２５に記載の培養挿入具。
【請求項２７】
　前記複数の懸架要素が、１つ又は複数の突出部を含む請求項２４～２６のいずれか１項
に記載の培養挿入具。
【請求項２８】
　前記複数の懸架要素が突出部である請求項２７に記載の培養挿入具。
【請求項２９】
　前記複数の懸架要素が、前記培養挿入体部の外表面の１つ又は複数の凹部を含む請求項
２４～２７のいずれか１項に記載の培養挿入具。
【請求項３０】
　前記複数の懸架要素が凹部である請求項２９に記載の培養挿入具。
【請求項３１】
　セットの中の懸架要素が、前記膜に対して実質的に平行な平面で前記外表面に沿って均
等に配置されている請求項２４～３０のいずれか１項に記載の培養挿入具。
【請求項３２】
　懸架要素の各セットが、前記膜に対して実質的に平行な平面で前記外表面に沿って約１
２０°の相互角距離で位置する３つの懸架要素からなる請求項２４～３１のいずれか１項
に記載の培養挿入具。
【請求項３３】
　前記複数の懸架要素が、前記膜に対して実質的に平行な平面で前記外表面に沿って実質
的に均等に配置されている請求項２４～３２のいずれか１項に記載の培養挿入具。
【請求項３４】
　請求項１～２３のいずれか１項に記載の培養挿入具キャリアと、膜及び少なくとも１つ
の懸架要素を含む培養挿入具とを含む培養システム。
【請求項３５】
　前記培養挿入具が、懸架要素の第１セットを含む請求項３４に記載の培養システム。
【請求項３６】
　前記培養挿入具が、懸架要素の第２セットを含む請求項３４又は３５に記載の培養シス
テム。
【請求項３７】
　前記培養挿入具が、請求項２４～３３のいずれか１項に記載の培養挿入具である請求項
３４～３６のいずれか１項に記載の培養システム。
【請求項３８】
　前記培養システムが、少なくとも１つのウェルを有する培養トレイをさらに含む請求項
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３４～３７のいずれか１項に記載の培養システム。
【請求項３９】
　請求項１～２３のいずれか１項に記載の培養挿入具キャリアと、少なくとも１つのウェ
ルを有する培養トレイとを含む培養システム。
【請求項４０】
　蓋部をさらに含む請求項３４～３９のいずれか１項に記載の培養システム。
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